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２．事業推進検討会 
 
会の目的：本会は，室蘭工業大学の教員と民間企業等の方が意見交換し，また，提言等を受け，室蘭 
工業大学地域共同研究開発センター(CRDセンター)の事業推進に資することを目的として 
いる。 
(室蘭工業大学地域共同研究開発センター事業推進検討会規約第 2条) 
 
開 催 日：平成 24年 3月 22日(木) 13:30 ～ 15:00 
場    所：室蘭工業大学 事務局 中会議室 
出席会員：(学外) 東 司，石井 博美，北山 茂一，工藤 忞，蓑嶋 裕典，山中 芳朗 
(学内) 土屋 勉，中野 博人，青柳 学，風間 俊治，清水 一道 
関係教職員：佐藤 一彦，野口 徹，加賀 壽，鴨田 秀一，石坂 淳二，伊庭野 洋，鈴木雍宏 
川岸 斉，伊藤 陽平，伊藤 光春，笹 裕幸，黒島 利一 
 
○検討会概要 
 佐藤一彦学長から開会にあたって挨拶があり，その後，会長に山中芳朗氏，副会長に風間俊治氏を
選出した。出席会員の自己紹介，大学関係者の紹介の後，加賀センター長から，事業推進検討会の趣
旨説明があり，引き続き，平成 23年度のセンター事業計画及び進捗状況の説明があった。これらの説
明に対して，質疑応答と意見・提言がなされた。加賀センター長及び野口理事(社会連携統括本部長)
から，社会連携統括本部の設立に伴う本検討会の発展的解消の提案があり，了承された。最後に加賀
センター長の退職挨拶，野口理事の辞職挨拶があり閉会となった。 
 
○佐藤学長挨拶の骨子 
今回の事業推進検討会の開催にあたり，検討会の委員引き受け，本検討会への出席，更には本学へ
の社会貢献等の協力に対して謝意を表する。 
最近の本学の様子について，幾つか紹介させてもらう。 
第２期中期計画の中間年度(第３年度)に向けての本学の目標等を説明する。教育では，平成 25 年度
に向けて大学院博士前期課程及び博士後期課程の改組再編を進めている。研究では，本学の研究の顔
になるような重点的な研究分野をいくつか立てている。第１期の中期目標期間以来の航空宇宙機シス
テム関係と環境科学・防災研究関係については重点研究ということで続いているが，平成 22 年度から
新たに第３番目の柱として重点的な研究分野を３つ程並行で推進している。この中から平成 22 年度と
平成 23年度の研究実績を評価して，平成 24年度以降は一つに絞って重点的に進めていく。プロジェク
トの略称は希土類，地域医療，新素材関係の３つで，３月中には最終的な評価を行い，４月から一つ
を選定して重点的に支援していく。また，若手研究者を支援するとともに本学の基盤的研究となるグ
ループ研究の推進や特色ある研究プロジェクトを学内に公募して実施する。社会貢献では，今年度，
学内に産学官連携，知的財産及び教育社会連携の３部門を統括する「社会連携統括本部」を設置し，教
育研究を担う教員が主体的に関与，参画して社会連携を推進するための新体制を構築した。これによ
り，今後は CRDセンター単独ではなく，社会連携統括本部全体として学内外の評価を受け，意見を伺い
ながら大学の推進すべき事業を実施していきたい。 
本日の検討会では，いろいろな角度から CRDセンターの活動について忌憚のない意見，提言を伺い，
社会連携統括本部を中心とした本学における社会貢献事業の参考とさせていただきたい。 
 
○センター長挨拶骨子 
 本検討会への出席に対して，また，日ごろの CRDセンターの活動に対しての協力，支援に感謝する。
本検討会の開催が３月末にずれ込んだのは，組織を変えて社会連携統括本部の活動として捉える機構
改革が 10月に実施されたためである。 
本検討会は，CRD センターの外部評価として位置づけられ，会員の皆さんからの意見，提言を次年度
の活動，あるいは，年度途中でも活動の中に反映させてきた。 
CRDセンターは，国内の大学の中でも初期に設置された。最初に CRDセンターが国立大学に設置され
たのは昭和 62年の３校であり，本学は２年目の昭和 63年に４校中の１つとして設立された。民間企業
との共同研究を通じて地域の産業活性化を担うため，室蘭が鉄冷えで非常に苦しかったころに，何と
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か地域に貢献できるようにという思いから開設されたものである。しかし昨今，学内外の諸事情によ
って，設立当初の趣旨とは若干異なった活動もせざるを得ない状況になっている。そういったことも
含め，CRD センターは地域貢献，社会貢献を意識したいろいろな取り組みをしている。それに対して皆
さんから意見や提言をもらえれば，出席していただいた意味づけができると考えている。 
 
○議長挨拶 
 紹介の中では北海道科学技術総合振興センター所属となっているが，現在は，ほとんど北海道経済
連合会に行き，フード特区に関する新しい組織を作る準備と国への対応に追われている。室蘭は残念
ながら特区の中に入っていないが，一緒に研究や業務をすることには何も問題はないし，是非一緒に
やってもらえばと思う。 
 特区ということでは，室工大への協力も必要と考えているが全然できていない。そこで，今日は，
室工大や CRDセンターのために前向きな議論をしてもらいたい。 
 
○事業推進検討会の趣旨(加賀) 
 あらためて，本検討会の目的を説明する。規約第 2条に規定しているが，民間企業の皆さん，教員の
皆さんと意見交換をさせてもらい，更に提言などをいただき，その中から CRDセンターの事業推進に反
映，活用させていくのが目的である。 
 従来は学内会員として，先生は二人ほどだったが，今回は学内の兼任教員に初めて出席してもらっ
ている。CRD センターの産学連携部門の活動を一緒にやってもらえるということでの出席である。した
がって，学外会員の皆さんからの意見，提案を今日出席している兼任教員の先生方と共有し，次年度
以降の活動への適用，その方法を検討できるということを今回の検討会の趣旨とさせてもらう。した
がって，忌憚のない意見をいただき，CRD センターが地域，社会に役立つための事業展開に持っていき
たい。 
 
○協議事項の提示(議長) 
 本日の協議事項は２件ある。１件目は平成 23 年度の CRD センターの事業そのものについて，２件目
は新しい産学連携体制について協議したい。 
 平成 23 年度 CRD センター事業については，厳しい意見をもらいたい。ただし，もう一つ建設的な提
言もつけてほしい。 
 
○平成 23年度のセンター活動報告の骨子(加賀) 
 平成 23年度の事業内容を説明する。 
平成 23 年度の CRD センターの重点活動は，学内産学連携体制の基盤整備，地域企業ニーズの把握と
学内との連携強化，先生方の研究シーズ，ニーズ把握と活用，共同研究プロジェクトの発掘・推進で
ある。 
主となる顧客は，現在 58 社の企業に入ってもらっている研究協力会と共同研究を実施している企業
である。これらの顧客に対してサービスの充実や更なる信頼関係を作っていきたいし，大型プロジェ
クトにチャレンジしていきたい。 
更に教員との情報の共有化とコミュニケーション，また，センター員においては，自主判断に基づ
いて業務の効率推進を図っていきたいというのが，今年度のスローガンである。 
 CRDセンターの活動目標として，大型プロジェクトや CRDセンターが関与する共同研究の件数を数値
で表している。大型プロジェクトの中ではサポインの２件が採択されている。目標としては，大型プ
ロジェクトを３件取ろうと思っていたが，今年度はサポインしか獲得できなかった。共同研究は 16 件，
1,800万円を目標としたが，22件，約 4,300万円だった。学内全体では，70件，約 9,000万円なので，
金額的にはかなりの部分がセンターのコーディネートにより獲得できたものと判断している。また，
CRDセンターが関与した受託研究についても掲げているが，残念ながら目標14件に対し６件だったが，
860万円ほどとなった。共同研究のフォローアップや企業訪問は２月 28日現在約 193件で，研究協力会
の企業訪問等も実施している。最後に，学内産学官支援体制の基盤の構築ということで，機構の準備
室を設置し，昨年 10 月に社会連携統括本部ができた。連携部門を兼任教員と一体となった体制にする
こととなり，今回，兼任教員の皆さんにも出席いただいている。 
 CRD センターの関連行事としては，６月に中島の蓬らい殿で行っている研究協力会の役員会及び総会
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が重要なものである。前述のとおり，58 社の企業がセンターの産学官連携活動を支援してくれている。
総会では，本学の空閑理事から本学における重点研究等の進め方，取り組みなどを講演してもらった。
もう一つ大きな行事として，事業推進検討会議があり，これが本日の会議となっている。 
 資料では，共同研究，受託研究の推移を件数と金額で示しているが，共同研究の件数は下がってき
ている。平成 23 年度では，落ちた分をリカバーしようと思っていたが，極めて厳しいところにきてい
る。受託研究も件数，金額ともに平成 21 年をピークに落ちてきており，非常に悩んでいる。センター
の実績の一つが，共同研究・受託研究などの獲得にどれだけ多く関与しているかなので，全体が低下
傾向にあるのは危惧すべきことと考えている。なお，共同研究・受託研究の相手先を地域別で見ると，
件数では，西胆振，道内は平成 20年度約 50パーセント，平成 18年度 60％ほどあった。しかし，現在
は約 44％で，道外が 56％になっている。金額に至っては道外が 85％で，道内は 15％という状況にあ
る。 
 共同研究もやりっぱなしではなくて，きちんとアンケート調査をして，相手先からどうしたら満足
いただけるかの解析を学内の先生にお願いしている。この解析は平成 19 から行っているが，満足度は，
高い年度では 70パーセントぐらいとなっている。こういう条件だったらこうだという If- Thenという
形を使って，顧客満足には，学内の対応が如何にあるべきかを検討しながら進めている。それでも伸
び悩んでいるのが苦しいところである。平成 23 年度からは，社会連携統括本部の兼任教員の協力も得
られるので，裾野を更に広げていきたいと考えている。 
 もう一つ，ＪＳＴ(科学技術振興機構)の研究助成事業だが，申請件数は平成 18～20 年度までは多か
ったが，それ以降激減している。平成 20年度までは個別に申請依頼をしていたが，平成 21年度から自
主性に任せた結果，申請件数，採択件数ともに減ってしまったので，何らかの対応を考えなければなら
ない状況になっている。先般，兼任教員の先生方との会議でもこれを話題にして，どうしたら上手く
展開していくか，裾野を広げられるかを議論させてもらった。 
 この他の事業としては，研究協力会からの奨学寄附金を使って共同研究につなげるためのプレ共同
研究を行っている。これは，共同研究のためのお試しコースになり，平成 23 年度は５件を採択した。
この中から，年度途中で共同研究につながったのは２件であり，他の３件も平成 24 年度からスタート
できるようになっている。これは学内で公募して，CRD センターでヒアリング・採択後に研究実施とな
るが，研究終了後には成果報告会を実施している。スタートとしてはやり易い共同研究であり，展望
が期待されることから，他の大学からも，良いシステムだという評価をいただいている。研究協力会
の支援あっての事業であり，研究協力会に入っていない企業が対象になる際は，趣旨を説明し，研究
協力会に入会してもらっている。この効果もあり，研究協力会の会員数は減らずに維持している。 
 大学院の学生には，技術だけではなく経営，マーケティングなども知っておく必要があるというこ
とで，平成 18 年度からＭＯＴ講座を開いている。基礎論と技術モデル作成論を担当しているが，この
中で，経営者の方を招聘し，経済や経営の話しを学生とともに，地域企業の皆さんにも一緒に聞いて
もらっている。これまで講師として 18人ほど招聘し，地元からは，毎回 10～15名の方に聴講してもら
い喜ばれている。 
また，CRD セミナーとして，本学教員の研究シーズを各地にて紹介している。今年度は，札幌，小樽，
苫小牧，室蘭（本学）で行っている。 
 産学交流会・フロンティア技術検討会は，これまで 23回開催しているが，平成 23年度はテクノセン
ターと一緒に「企業のリスク管理の考え方と実践」というテーマで実施した。 
もう一つ紹介したいのは，積雪寒冷地域における社会基盤の長寿命化ということで，本学の一番強
いところである土木構造の講演会を寒地土木研究所との協定締結１周年ということでやらせてもらっ
た。これには 200人の定員に対し 230人も集まり，非常に盛会であった。 
他に企業との技術交流会や北海道立総合研究機構，教員との技術交流会を開催して共同研究につな
がったものもある。 
大学間の連携事業として，北海道に医療産業を振興しようという主旨で結成した「北海道医療産業研
究会」にも参画している。札幌医科大学，本学，小樽商科大学と北海道立総合研究機構が幹事となり，
道内の製造業など数社がメンバーとなっている。 
また，法政大学，信州大学のサテライトと本学 CRDセンターをつないで「次世代人材育成プログラム 
経営革新塾」を実施している。計 13回のシリーズだが，企業，行政，個人など毎回 29名ほどが参加し
ている。今年で２年目になる。室蘭テクノセンターや中小企業家同友会と協力しながら，室蘭の地で
経営の勉強ができるようにという主旨で実施しているが，文系の大学（法政大学）には面白い先生方が
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いて，たとえば『日本でいちばん大切にしたい会社』という本を執筆している坂本光司先生など著名な
先生の講義もあり，皆さん熱心に前向きに参加している。 
 高度技術研修として，平成 23 年度も腐食を中心にした研修会を函館と札幌で開催した。産学連携の
中の講師陣で行っており，定員一杯の受講者となるほどの好評を得ている研修会である。腐食防食の
テーマが５年続いたので，来年度からはテーマ等を変えて実施したいと考えている。 
 本日，北山会長に出席してもらっているが，異業種交流では，「創造」という会があり，月１回会員
企業の紹介や工場を見学し，意見交換し，その後，情報交換，交流会を行っている。センター員数名
もメンバーであり，その中で産学連携が進められるように考えている。 
 地域研究会活動としては，道内計装エンジニアリング研修会は本学の花島教員が主査になり，ニッ
テツ北海道制御システムと一緒に年２回の研修を実施している。道内の関係者が多数参集する研修会
となっている。北海道ＣＡＥ利用技術研究会は，藤木教員が中心になり，北海道立総合研究機構と CRD
センターが事務局になっている会で，北海道立総合研究機構が道内地域に特徴ある研究会を作るとい
う中で，本学も参画しているものである。北のものづくり総合技術交流会とは，若手の技術者養成を
目的とした会で，CRD センターが事務局になり，本学板倉教員と室蘭地域企業とが連携してものづくり
を進めるために活動している。現在，ＮＨＫ室蘭放送局前のモニュメントを「創造」と一緒に手直しす
る取り組みを行っている。 
 定期的な連携支援会議として，CRD センター，室蘭テクノセンターと地元の金融機関が入ったコーデ
ィネーター会議を月１回実施している。 
産学官連携支援会議として，本日，出席の山中会長に事務局を担ってもらい，本学の研究シーズの
ブラッシュアップ等，また，いろいろな申請に対しても協力いただいている。ここからプロジェクト
に進んだものもある。他には５者懇といって道や市，室蘭テクノセンター，商工会議所，本学が参画
した会議を年に２～３回行っている。地域ものづくり研究会は私が代表を務め，本学が地域のものづ
くり企業に対し，どういう支援ができるかというのをやってきた。今までは調査と提言だったのだが，
今年度は具体的に企業を支援しようということで，サポインに申請し，採択された。 
技術相談，専任コーディネーターによる企業訪問の件数を示している。かなりの件数である。 
 展示会については，道外，道内にて出展している。刊行物としては，本日配布の『センターニュー
ス』を年１回，新たに教員 60 人のシーズを掲載した「研究シーズ集」のリニューアル版，更には『研
究報告』を制作・発刊している。 
  
○議長 
Ｑ：外部資金の獲得状況が最初にあった。これは CRDセンターが関わった外部資金という理解で良いか。
他にも外部資金というのは個々の先生方が獲得していると考えて良いか。 
 
○センター長 
Ａ：CRD センターが学内の先生にコーディネートして共同研究につないだり，センターのシステムで共
同研究プロジェクトを実施してから，共同研究につながったものなど CRDが若干関わった案件も含めて
いるが，かなりの部分は CRDセンターがコーディネートしたものといえる。 
 全体の共同研究，受託研究の中で，先生方が自ら獲得している件数は維持して，CRD が関与したもの
の比率を増やそう，新規開拓をしようと思っていたが，先生方の件数よりも，後者の部分が落ち込ん
でしまい，トータルでは結構厳しい件数となっている。理由はいろいろ考えられる。世の中の景気低
迷の話もあるかと思う。全体に大学の共同研究等は落ちていく傾向にあるようだ。 
 
○議長 
Ｑ：フード特区をやらざるを得ないのでいろいろな競争的シーンを調査，探索している。そうすると
いいものが結構ある。ＪＳＴでは，企業側が領域を作って提案するようなことを薦めている。例えば，
鉄に関する課題を作って，それを基にチームを編成して実施するタイプなどいろいろあると思う。少
し残念だが，室工大の研究の額を見ると，そういった外部資金ではなく，小さめの競争的資金が多い
ようだ。したがって，大きなものを組んで取りに行くようなことをしてはどうか。 
 
○センター長 
Ａ：以前から山中会長からはそういった話をもらっていて，何度かチャレンジしているのだが，そこ
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まで至っていないというのが現状である。そういう対応ができればとは思っている。 
 
○議長 
Ｑ：昨年度から文科省のリサーチ・アドミニストレーターという制度ができている。リサーチ・アドミ
ニストレーターとは，プロジェクトマネージャーのことではなく，そういった競争的資金を取りに行
く人と定義されていた。後ほど議論になると思うが，新しくできた統括本部として，リサーチ・アドミ
ニストレーターを組み込むために，応募して取りに行ってはどうか。 
 
○センター長 
Ａ：検討するよう申し送りしておく。 
 
○学外会員 
Ｑ：昨年も聞いていて少しずつは前進していると思うが，資料の中に，大学間連携事業として医療関
係の連携とか，医工連携での病院との連携がある。一昨年，昨年，今年，これからということで進展
具合を教えてほしい。また，こういう課題があるというのを説明してほしい。 
 
○センター長 
Ａ：昨年までは札幌医科大学と一緒に医の現場でのニーズを一生懸命探してきたが，それだけではな
く，介護などの部分も含めて広く捉えていくという方向に変わってきた。そうすると，いろいろなと
ころにニーズ，シーズがあり，本学にも医師が何人かいてシーズなどを持っていることが分かった。
今日も午前中，医師の先生と企業とで商品化についての打ち合わせを行ってきたところである。 
医療産業研究会では，製品化に向けた取り組みがトータルで５本動いていて，具体的に試作段階ま
で進んでいるものもある。また，本学石坂産学官連携コーディネーターも製鉄記念病院と具体的に動
いているので，少しずつではあるが，形が見えてきている。ただし，ダイレクトに医療というと厳し
いので，ワンステージ違うところでやっていく動きになっている。もう少しすると具体的な商品など
も成果として出てくるかと思っている。時間がかかる分野だが着実に進んでいる。 
 
○学外会員 
Ｑ：具体的にどんなところを期待している，というものはないが，例えばこの地域は新日鐵，日鋼が
地域経済をリードしているので，消費財とか日常の生活に関わるものを生産する考えがない。したが
って，そういうものができてくると，この地域全体のモノの見方や関わり方が変わると信じている。
その力を室工大が医工連携で引っぱってくれればと思う。しかもこの地域は病院などの社会システム
が充実しているという意味で恵まれているので，その質を高めるためにもかなり必要だと思ってい
る。 
 
○センター長 
Ａ：地域医療プロジェクトでは，感性やＩＣＴなどで地域の病院と連携しながら研究開発を進めるな
ど，もう一つの部分でも動いているので，今提言されたようなことが少しずつ実現に向かっていると
思っている。既に新日鉄病院と連携した在宅ヘルスケアのシステムは試行段階にきている。 
 
○センター教員 
Ａ：室蘭地域は特別高齢化が進んでいることもあり，それに対する介護，養護みたいなものをやって
いかなければいけない。医療分野のニーズは医の方から出てきて，それをどう工学のシーズが支援で
きるかという位置づけだと思う。問題はニーズがどうやって出てくるか。なかなか医療からは出てこ
ないのだが，幸いなことに室蘭には大きな病院が幾つかあって，そこから積極的にニーズが出てきた
ので，それに工学面的な視点で対応しているという状況である。これはまだポイント，ポイントでや
っているので，もう少し幅広いというかグローバル的な見方でやっていかなくてはいけないと思って
いる。先ほど話が出たが，大学の中でも広域的な研究開発が進んでいるので，それをどう結びつけて
いくかはこれからの課題だと思っている。 
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○議長 
Ｑ：先ほど共同研究の件数が落ちてきて，西胆振の割合も少なくなってきているとの説明があった。一
方で，道外が半分以上あるようだが，道外との連携はどうやって声がかかったりするのか。逆にどう
して西胆振から声があまり出てこないのか。どうしてそういう割合になったのか。 
 
○センター長 
Ｑ：西胆振の割合も少なくなってきているもう一つの理由は，室蘭テクノセンターでの開発補助金に
本学が関わると 40 万円ほど上乗せされるが，これに関わる件数が減っていることも考えられる。ただ
し，自然発生的に減っている部分もある。 
 道外はどうかというと，道外の人達は敏感に反応してくるし，CRD センターを知っている人やＪＳＴ
のコーディネーターでセンターの客員教授をやっている方が間を取り持ってくれているのが効を奏し
ている。 
もっと厳しいところにあるのは，地域に対応できるような研究シーズを持っている学内の教員が現
実的に減ってきていることである。新任の教員が，道内の基盤に関われることが少なくなってきてい
る。対応できる教員も少なくなってきているし，研究費を出す側の道内企業の経済状況も厳しくなっ
てきている。大学にニーズを持ってくるというのは，道内の中小企業だと特に出口までに時間がかか
るので，そこの問題もあると思う。その点，道外の企業の方が力があるという感じがする。つい先日
も一度共同研究実績のある企業から，突然，こういったことをやってほしいと飛び込んできている。
センターが持っているネットワークを経由して道外の企業からくるものも結構ある。もちろん道内も
ある。 
 
○議長 
 いろいろな条件が絡み合って，結果としてこういう数字になったことが分かった。 
Ｑ：新日鐵や日鋼は優秀な人材で大学出がかなり多いと思うのだが，中小企業は研究するのも現場を
持ちながらせざるを得ないので，なかなか手が出ないというのが現状で，お金があっても多分できな
い。お金があれば研究ができるわけではなくて，人がいないとできないので，先生と密にコンタクト
が取れる道内の中小企業はすごく少ないということだ。何故，道外かというと，道外はそのマスがか
なり多いので，中小企業でも従業員が 200人，300人いる所は研究開発部門を持っているので，研究し
やすい。利益の何パーセントかを研究開発にしようとなれば，その人材がいないのは北海道。やはり
人材育成を含めて室工大は輩出する学生を中小企業に入れて，研究できる人たちを育てていくのも大
事である。人材が確保できていないというのが道内では一番大きい。お金があって研究ができるのであ
れば，既に共同研究ができていると思う。 
 
○センター長 
Ａ：あとはマッチングの確率もある。道内の産業の大きさと本州とは違うので，本州は母数が大きい
のでそれだけ本学のシーズがほしいというところが出てくる。道内だと地域の何とかというように１
対１の話になるのでうまく対応できないところもある。 
 
○学内会員 
Ａ：事実，日鋼や新日鐵は私たちと同じぐらいの同期がたくさんいて，研究開発も同じような条件で
やっているので，大学より進んでいるものは自社でできる。商売につながることだから。うちの大学
の大きなポイントは，中小企業との共同研究の件数を持っているということ，中小企業を応援して，
他の大学より地域に根ざしていることだと思う。こういうところに採ってもらうような人材を道内で
育てないといけない。 
 
○センター長 
Ａ：それなりに企業の力がないと学卒の人間を採れないというのがあり，その両方かと考えている。 
 
○議長 
 新しい産学官連携体制について説明を受け，そこでまたご提言をいただきたい。 
 平成 23年 10月に室蘭工業大学社会連携統括本部ができた。この概要や方針について説明をもらい，
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皆さんからの提言をいただきたい。 
 
○センター長 
 皆さんに配布のパンフレット「社会連携統括本部」をパワーポイントにした。社会連携統括本部とい
う組織があり，学長，役員の下に本日出席の野口理事が統括本部長の任に当たっている。組織の中に，
市民講座や公開講座，小中学生に理化学の教育をする教育，社会連携部門。私ども CRDセンターは産学
連携部門に所属している。知的財産部門と合わせて，一体になって活動しようという趣旨で社会連携
統括本部を立ち上げた。一番のポイントは教育・研究組織と連携して活動をしようというものだ。統
括本部全体については，後ほど野口理事に補足してもらうが，社会連携統括本部設置の趣旨は，大学
の社会貢献活動を教育活動と一体となることで社会のニーズに対応すること。研究活動による学生の
教育，研究成果と人材育成による社会への貢献ということで，教育，研究，社会貢献がグルッと回る
仕組みにしようというのが大きなポイントになっている。 
教育，研究に社会貢献もやらなければならないと捉えると，学内教員の母数を社会貢献に引き込む
ことはできないし，先ほどの共同研究，受託研究につなぐこともできないのだが，こういったところ
から研究課題を取って，これをベースに落とし込んでいくとか，基盤技術にして研究を進める形にす
るとグルッと回るし，お金も潤沢にできることを，まずは学内に理解してもらうというのが大きなポ
イントになっている。 
 進めるにあたっては，佐藤学長から CRDセンター単独ではないという話があったが，野口理事を筆頭
に各研究の領域長が統括本部のスタッフとして入っているし，その他に産学連携部門では，今日出席
の兼任教員の５人の先生方が入っている。先生方はこれまでも社会貢献，地域貢献の意識が高く，実
践している方々で，センターとしてはすごい味方を得たと思っている。朝日先生はシニアコーディネ
ーターとして支援してもらっている。このように，学内で教育・研究部門とつなげられるような展開
をしていく体制ができ，活動がこれからできる状況になった。 
 我々は外の皆さんとつながることは苦にならないし，卒業生を含めて本学にはたくさんの応援団が
いる。一番苦しいのは学内との連携をどうやったら良いかだった。我々が営業してきても学内の先生
にやらないと言われるとアウトということも度々あった。今度は，学内と一体になって産学連携，社
会貢献活動ができるというのが大きなポイントになり，産学連携部門が変わったということを CRDセン
ター長として皆さんに報告したい。統括本部全体については上手く説明できないので，野口理事から
補足をお願いする。 
 
○野口理事 
 先ほどの共同研究の件数，金額の推移を見ると，構造変化が起こっていると捉えないといけない。
今の体制で努力してもカバーできるようにはなっていない。どこで構造変化が起こっているかという
と，おそらく３年か４年前に限界を超えたと私は見ている。 
どう超えたか。かつての CRDセンターは大学が設けて，専門の人材を呼んできた。あるいは大学内の
堪能な教員が張り付いて，そして，地元の企業の皆さんに対して理解と支援を求めればそれで進んで
いった。CRD センターが努力して地元の企業の方々と意思疎通をして，いろいろな研究協力をとってき
て，学内に向かって「お願いします」と言えば，それなりに対応してくれたわけである。ボトルネック
はどこにあったかというと，大学と外との理解の堤防，そこが律速段階になっていた。そういう機会
を設けて意見さえ聞けば何とか進めたのだ。それが今ではどうなっているか。律速段階はどっちにあ
るかというと，こちら側に非常に高いポテンシャルがあっても，大学の中に流れていかないのだ。そ
うすると CRDセンターがやらなければならない主な仕事は何かというと，外からはたくさんいろいろな
要求が出てくる，それを学内に伝えてアクティベートすることになってしまう。そこが逆になってい
るので，この会の性格も変えざるを得ない。これはあとから議題になってくるかと思う。そのために
CRD センターを大学の組織として根付かせて，教員とのつながりをよくすることが必要になってくる。
そうすると「教育やって，研究やって，社会貢献までまたかよ。俺はそんな力ないよ」となっちゃうの
だ。そうではなくて外の社会的な要請に応えること自体が研究につながるし，その研究をやることで
学生を教育するんだという考えになれば，一体のものとして回るという先ほどの加賀先生の話になっ
てくる。そういう組織にしなければならない状況がある。それは大きな構造変化なのだと捉えていた
だくとよろしいかと思う。 
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○センター長 
 もう一つ言うと，本学のような地方の大学は，大手の大学ではないので，それを更に強めていかな
いと存在が危ぶまれるというのが，現場にいる人間が感じていることだ。 
 
○野口理事 
 統括本部の一番の目玉は，出席の５人の先生方に加わってもらったこと。我々の側も外につながる
エース級の人でつながっていけば良いと思う。そしてこの５人の先生方のバックには支持してくれる
先生方がたくさんいる。そうするとここからきたポテンシャルがこちらに流れ出すだろうと。あとは
ここのバリアさえ薄くしてやればどんどん流れて，交流が起こる。そんな構想を持っている。 
 
○議長 
 今日，５人の先生になった理由がよく分かった。 
 良い問題提起を CRDセンター側からもらったが，提言，アドバイスをもらいたい。 
 
○センター長 
 補足させてもらうが，推進検討会議というのは CRDセンターのためだったのだが，今度は統括本部と
して外部の方の意見を伺うことになる。したがって，CRD センター推進検討会議は，これをもって発展
的に解消させていただく。ただし，皆さんからの意見は，しっかり受けとめて，次の統括本部の中で
の産学連携部門の活動の中に展開させてもらう。 
 
○議長 
Ｑ：提言というか意見というか。先ほどの平成 23 年度の事業と今後を見させてもらったが，特徴は草
の根運動と考える。イベントの数が非常に多い。こういうやり方も悪くないし，地域の大学らしいと
思うのだが，前々から言っているように，拠点を作るとか，仮に八幡製鐵所を作るような気持ちで，
ドンとやるような，そして求心力をもつようなやり口をもう少し検討してはどうか。今度，社会連携
統合本部がやるので，それが良いのではないかということだ。具体的に言うと，室蘭のみんなで特区
を申し込んだら良いのではないか。メタル＆リサイクル特区とか。市役所が主体にならなければなら
ないが，統括本部とやっていけば良いと思う。 
 今回７つの国際特区が採択になった。私の推測だが，最下位は多分北海道で，１番は多分北九州だ。
北九州特区は，ご存じのように 50年前，30年前は室蘭と同じ状態だったのだが，今はグリーンイノベ
ーションだ。ハイブリッドカーのリチウム電池のリサイクルや太陽光パネルのリサイクル，それから
センサー類なども回収しているのだ。水道事業とかにパッケージにして売っていくのだ。それを考え
たら清水教授がやっている船のリサイクルだって負けてはいない。ぐっと求心力を持つようなやり方
を，そろそろ考えていかれてはどうかと思う。北九州と福岡はその訓練を 20 年以上続けているのだ。
だからパッと出して，１位か２位か知らないが上位のほうで採択になる。特区だからいいわけじゃな
いが，やはり上からのお金が優先的にくるのが得である。 
 
○学外会員 
 私も市民懇談会やこの会で，先生方が地域に対してどうさばいてくれるかということを，ずっと CRD
センターも含めて期待してきた。常々，大学から地域に何を望むのか。大学側から見て，地域はもっ
とこういうふうなことをしてもいいのではないかとか。個別の実践例と組織として，清水先生のは素
晴らしい組織だったと思う。皆が集まって，皆が応援部隊なのだ。だから，工大でやっている防災と
か環境のことも，自治体からハザードマップを受けるだけでなくて，それを地域の中にしていくため
に組織を作っていくとかを考えていく必要がある。先ほどの医工連携も製鉄記念病院などとの取り組
みを積み重ねていって，さらに地域の介護や見守りのネットワークという形で社会システムを構築し
ていくには，大学側から地域に対して求めるという部分を少し強く出していく方が良いと思ってい
る。 
 
○学内会員 
先ほど議長が言ったように，北九州と室蘭はすごく似ていて，新日鐵やＰＣＢ処理施設も両方ある。
北九州の港湾ヒアリングに行くと，シップリサイクルは完璧に負けているけど，他のものはほとんど
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勝っていると言われる。注射針の処理とか，全て北九州に集めてやっているから，あれは議長が言う
とおり 20 年ぐらいやっていて，リサイクル事業に全国から見学に来るくらい特区に転じている。こう
いう先例があるし，日本製鋼所とか，新日鐵が室蘭にあるのだから，違った意味で活性化できるチャ
ンスもあるので，言われる通り，メタル＆リサイクル特区はいけるのではないかと思う。もう一つ言
えるのは，エネルギー特区にするべきだと思う。 
 
○議長 
 大きな構想を作るのは，本来大学の先生方は得意なのではないかと思う。 
 
○学外会員 
 それにはやはり企業の方がいないと難しい。地域には企業の方と雇用を生むような，成功する企画
書と言うか，当然事業計画を立てた時にアームとして銀行がいくら投資するかというのがあるので，
産学官民でやらないと難しいのではないか。特にその中心が今まで CRDセンターに丸投げしていたので，
それが組織化されるのはありがたいことだと思う。 
 
○センター長 
 今，学内にはもう少し違うステージもある。今まで研究シーズの部分はワンマンラボで教員が一人
でやっていたが，それを集めて線香から蝋燭のような太さに持っていかないと大変だろうという部分
もある。そこから次のステージが，今言われた話だと思う。学内の研究シーズも増やさないといけな
い時期でもあるので，そういったものとのバランスだろうと思って見ている。 
 先ほどのフード特区だが，本学にも食品，バイオ関係の教員がいるので，そういった所を売り込み
ながら太らせておくことが今必要かと思う。 
 
○議長 
 意見が幾つか出たところで，その他の協議事項に移らせてもらう。全く別の話題でも結構だが，事
務局の方で何か用意しているか。 
 
○センター長 
 用意していないので，時間があればフリーディスカッションでも構わない。 
先ほど説明したが，新しく統括本部となり，CRD センターの推進検討会は今回の開催をもって閉会さ
せてもらい，次のステージは統括本部の中でこの種の会議を作るということに賛同をもらえればと思
う（会員から賛同を得る）。 
 
○議長 
 外部評価会議はやはり先生方と企業の方と半々ぐらいでやっていくのか。 
 
○センター長 
 それはまた次のステージで検討していきたい。 
 
○議長 
 それでは本日の予定にあるとおり，ここで協議は終了させてもらう。 
 本日の議事録は私と事務局サイドに一任させてもらいたい。 
 
以後，加賀センター長の退職挨拶，野口理事の辞職挨拶があり，閉会。 
 
